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＜連絡事項＞

· 東隔離室の塗装が12/2から行なわれ、来週一杯かかります。

· 12/7(木)　12/8(金)　17:30からメモリアルホ－ルでグル－プ内研修があります。「記録」についてです。

・　中山　栄作様～12/2(土)10時　退院予定です。退院時処方・医師の情報提供書・看護サマ

リ－・退院療養計画書は準備しています。

＜患者様連絡事項＞

· 豊巻　薫様～肛門痛の訴えがあり、本日からボラザG軟膏が処方されています。出血も

　　　あると言われていますが、本人拒否がある為、肛門部の確認は取れてい

ません。排便の性状や疼痛・出血、又、肛門部は清潔にするよう指導し

ましょう。

ボラザGは1回/夕　です。与薬カ－トの夕食後薬のところに入ってい

ます。方法は、看護師が挿肛するが拒否があったときは、ガ－ゼに軟膏

を塗布し患部に当てることにしましょう。

· 沼端　恵子様～診察時、腹痛を訴え薬を希望。主治医からFK散　3P　臨時処方となっ

ています。腹部症状・排便状態・腹痛・嘔気・嘔吐、食事摂取状況等、

観察しましょう。

· 神山　　忠強様～後頭部の縫合部を小坂先生診察。抗生物質は12/2で飲みきり止め。

イソジン消毒・フランセチンTパウダ－散布　の処置を12/4まで継

続し12/4に抜糸予定です。来院時間は未定です。抜糸の時は、消毒・

ク－パ－・摂子・絆創膏・ガ－ゼを準備して下さい。

· 曽我　正子様～躁状態が続いており、干渉・他者につきまとうなどの行為が見られ、他

者からのクレ－ムがあり、他者への影響もあることから田名部先生に

報告し、一時的にAユニットで過ごす事とし、ご本人へも説明し了承

を得ています。Aユニットの個室で静かな療養環境を提供します。12/4(月)のリ－ダ－はその旨と経過を川端先生に報告して下さい。一時的なのでB扱いのままです。食事はレストランから持ってくるようお願いします。荷物はそのままです。

＜OT報告＞

· 吉田　光良様～12/1の11時頃、作業室にて突然壁を右手拳で殴り、穴を開ける行為があり

ました。行為の理由については「やきもちを焼いた」「作業室がうるさかっ

た」と話しています。スタッフ介入後はすぐに落ち着き、「悪い事をした」

「弁償することになる」等話し、行為を気にしている様子があります。作

業時間の終了間際であり、後片付け等で騒がしい環境であったことが、本

人の行動へ結びついた可能性もあり、スタッフ間の協力体制を強化し、で

きるだけ静かな環境を提供できるよう心掛けていきます。右手の疼痛の訴

えはありませんが、以前にも同様のケースで骨折をしたことがある患者様

なので、患部の状態を観察しましょう。

尚、壁破損の修理費は本人の自己負担になりますので、病棟側が御家族へ

連絡し、見積りが出来次第改めて連絡をする旨を伝えることとしています。

・松谷　さと子様～現在、マフラー作りに取り組まれおり、作品を1つ完成させることができています。作業室では一人で黙々と作業に取り組まれていますが、他者様から話し掛けられると集中が途切れ、延々と話し込んでしまう様子もみられます。また、時折他者様と些細な事から口論になったり、他患者様の間から割り込んでスタッフに話し掛けたりすることもあります。「早く退院しないといけない」と話すことがあり来週から始まる外泊訓練に対する焦りがある様子です。そのような時には「まずは落ち着きましょう」と声を掛け、不安の軽減を図るようにしていきます。

· 北山　幸博様～自分からスタッフや他患者様へ話し掛ける様子が目立っています。「眠れ

　　　　　　　　　ない」という訴えも聞かれていますが、作業への取り組みは良好で、ロジックに集中して取り組んでおり、スタッフ対応も穏やかです。スタッフや他患者様への不満から易怒的となることも考えられる患者様なので、些細な不満や、他患者様とのトラブルがある際は介入し、落ち着いて作業へ取り組めるように支援していきます。

· 野沢　英貴様～11/29(水)隔離解除となっています。隔離解除後も窓開けや寝具剥がし、チ

ャンネルいじり等の迷惑行為が著明で落ちつきのなさがみられています。今週は作業導入は見送り、様子観察としていますが、12/5(火)問診の際に主治医(安ヶ平Dr．)へ状態を報告し、作業再導入の検討を行う予定です。

· 川村　和則様～気分変動著しく、上機嫌でスタッフへ話し掛けると思えばすぐに表情を変　　　　　　

えて不機嫌となる事があります。会話中は妄想様の発言や、スタッフに対する不満を話す事が多いとのことです。現在は文章作りに取り組まれており(性的内容を含む)作品をスタッフに見せることが本人の楽しみになっている様子。今後も楽しみ作りを目的に、作業へ取り組めるよう支援していきます。

・　阿部　文香様～興奮や拒否なく、作業へ参加することができていますが、ぼんやりと椅子に座っていることが多く、すぐに手を休めて周囲をきょろきょろ見てしまう為、1つ1つ作業の指示を与え、作業へ取り組めるよう支援しています。現在は折り紙でクリスマスの飾りを作成中です。現状の能力を落さないよう介入していきます。

＜SST導入者検討＞

· 野沢　英貴様～12/3～Cグル－プへ導入。

· 風穴　チエ様～12/2～A1グル－プへ導入。

＜疾病教室について＞

・磯島　貴広様～12/1～導入。促しの際、嫌そうな表情が見られていましたが拒否は無く時間

まで参加する事は出来ています。しかし「自分はスト－カ－につけられてい

たから暴れただけ」と話し、病識はありません。又、「他者と話をしないのは

話しが通じないから」と話されています。

・小笠原久年様～参加の促しに拒否は無く参加されていますが、前触れ等の症状に対し、「ない」

と返答。時間中も独語が聞かれています。

・畑中　成夫様～「病前性格」の中にある「臆病」という言葉に反応し執拗に聞いてくることがあります。

・小野寺文明様～拒否無く参加。前触れの症状について「眠れなかった」と答える事が出来ています。

・奥寺　徹様～「西でやったからいい」と拒否が強く「自分は病気ではない」と言う発言も聞かれています。

・吉田　光良様～話の迂遠さはありますが、前触れの症状など話すことは出来ています。意欲は見られています。

　・全体的に自分から発言や質問をしたりと意欲は感じられています。













